
 

 

「わが街ひすとりぃ」基本情報 

 目白（一丁目～五丁目） 

１．町名の由来 

 目白の名の起こりは２説あり。『江戸砂子』によれば寛永の頃

（1624～1644）三代将軍家光が鷹狩の際に目白不動の本尊を開扉

して、城南の「目黒」に対して「目白」と呼ぶべしと言ったとあ

り。一方、『南向茶話』によれば、昔、白馬の名馬を出せ故目白と

称したとあり、白駒の産地だったため「馬白」から「目白」に転じたという説もある。 

目白不動は、江戸五色不動のひとつとして知られているが、もともとは文京区関口駒井町にあったも

の。明治 18年に日本鉄道会社が品川－赤羽間を結ぶ鉄道を敷設した際、目白不動に因んで今の「目白駅」

が誕生したが、この付近は当時北豊島郡高田村大字高田にあたり、この地に目白の地名がつけられたのは

昭和 7年の豊島区発足時で、駅名から地名が生まれたことになる。また、目白不動尊は、戦災により文京

区の不動堂が焼失し、現在の豊島区高田２丁目の金乗院に移された。 

 

２．基本データ 

   

 

 

 

 

 

３．地理 

区の西部に位置し、西側は南長崎、北側は西池袋、南池袋、東側は雑司が谷、南側は高田、新宿区

高田馬場、下落合と接し、山手線目白駅を中心とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積 93.4ha 区の平均

人口割合 人口 14,418人 

14歳以下の人口割合 10.7% 8.9% 

65歳以上の人口割合 18.8% 19.9% 

外国籍住民割合 7.4% 10.4% 

（2019年 1月現在） 

白鳥座跡地（現西武写真印刷） 

銀鈴の坂 

森田アトリエ 

徳川黎明会 



 

 

４．エリア内の公共施設や主な史跡・文化財 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

主な史跡・文化財 住所等 

切手の博物館 目白１－４－２３ 

学習院 目白１－５－１ 

豊坂稲荷神社 目白３－２－１３ 

徳川黎明会（建築物は非公開） 目白３－８－１１ 

赤い鳥社跡 目白３－１８－６ 

天祖神社 目白５－７－１４ 

 


